
　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
地
域
社
会
で
「
共
生
」

し
、
一
人
一
人
の
個
性
と
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
共
生
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
活
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　

障
害
福
祉
課
（
☎
８
２
４
・
１
１
８
１
、
ＦＡＸ
８
２
６
・ 

１
８
６
０
）

互いに認め合う
　　 共生社会
互いに認め合う
　　 共生社会
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障害福祉課

障害者作業所で制作した
物などの配布を通じて啓
発活動を行います。

ふれあいキャンペーン

12月５日（火）
午後１時30分

日　時

寝屋川市駅前場　所

内　容

問い合わせ

　広く障害者の福祉についての関心と理
解を深めるとともに、障害者が社会、経
済、文化その他あらゆる分野の活動に積
極的に参加する意欲を高めることを目的
に設けられています。

　市は障害者団体と協力し
て街頭キャンペーンを実施
します。

　

石
橋
奈
美
さ
ん
（
46
歳
）
は
、

介
助
犬
「
ウ
ル
パ
」（
７
歳
、雄
）

に
支
え
ら
れ
て
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
介
助
犬
の
仕

事
や
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加

に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
石

橋
さ
ん
に
聴
き
ま
し
た
。

　

ウ
ル
パ
は
、
筋
肉
の
力
が
低

下
す
る
な
ど
の
症
状
で
車
い
す

生
活
を
送
る
石
橋
さ
ん
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
５
年
。
仕
事

は
、
石
橋
さ
ん
が
「
テ
イ
ク
」

（
英
語
で
「
取
っ
て
来
て
」
の

意
味
）
と
呼
び
掛
け
る
の
に
応

え
て
、
必
要
な
物
や
落
ち
て
し

ま
っ
た
物
を
拾
っ
て
来
る
こ
と

な
ど
で
す
。
中
で
も
、
体
調
が

急
変
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
石
橋

さ
ん
に
と
っ
て
、
万
一
の
と
き

に
関
係
先
へ
知
ら
せ
る
携
帯
電

話
を
持
っ
て
来
て
も
ら
う
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ウ
ル
パ
が
来
る
前
は
、
看

護
師
さ
ん
ら
が
訪
ね
て
く
る
ま

で
倒
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と

も
。
普
段
の
生
活
で
安
心
感
が

違
い
ま
す
」
と
石
橋
さ
ん
は
強

調
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
調
子
が
悪
く
て

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
て
も
、
つ
ぶ

ら
な
瞳
で
見
返
さ
れ
る
と
収

ま
っ
て
し
ま
う
」
と
心
を
通
わ

せ
、
癒
し
て
く
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。
石
橋
さ
ん
に

発
作
が
起
き
て
体
の
震
え
が
止

ま
ら
な
い
と
き
、
ウ
ル
パ
は
足

の
上
に
乗
っ
て
抑
え
よ
う
と
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る
と

き
に
は
、「
介
助
犬
」
と
書
か

れ
た
ケ
ー
プ
を
着
け
て
同
伴
し

ま
す
。
以
前
は
入
店
を
止
め
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
厚
生
労
働
省
が
作
っ
た

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
説
明
し
、

理
解
し
て
く
れ
る
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
中
に
は
分
か
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
店
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
「
ウ
ル
パ
と
訓
練
を
始
め
た

頃
、
久
々
に
外
出
し
て
空
を
見

上
げ
、『
こ
ん
な
に
青
か
っ
た

ん
だ
』
と
感
動
し
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。
補
助
犬
に
よ
っ

て
た
く
さ
ん
の
障
害
者
が
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
補
助
犬
の
こ
と
を
多
く
の

人
に
是
非
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

「
ウ
ル
パ
」
は
か
け
が
え
の

な
い
パ
ー
ト
ナ
ー

石橋 奈美さん
（池田西町）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

共
に
生
き

　
　 

助
け
合
う
社
会
に

　身体障害者補助犬法では、補助犬を同
伴している人を公共機関や公共施設、スー
パーマーケットやレストラン、ホテルなど
は拒んではならないと定められています。
　また、店や施設が「補助犬を同伴した人
を快く受け入れます」という気持ちを表す
ことのできる“補助犬マー
ク”が作られています。 店
や施設は、このマークを入
り口など、目立つ場所に掲
げて、補助犬を同伴した人
を温かく迎えましょう。

身体障害者補助犬を
知っていますか？

　補助犬とは、目や耳や手足が不自由な人
のお手伝いをする、盲導犬、介助犬、聴導犬
のことです。体の不自由な人の体の一部と
して活躍しています。

12月３日から９日は
「障害者週間」
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障
害
福
祉
課
で
は
、
就

労
を
希
望
す
る
障
害
の
あ

る
人
が
仕
事
を
体
験
す
る

機
会
と
し
て
、
市
役
所
内

で
仕
事
を
し
て
も
ら
う
庁

内
実
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

清
掃
や
印
刷
、
文
書
整

理
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
な

ど
の
事
務
仕
事
を
体
験
し

て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
通
し
て
責
任
を

持
っ
て
働
く
こ
と
や
自
分

の
得
意
な
仕
事
、
不
得
意

な
仕
事
を
感
じ
て
も
ら
う

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
内
実
習

エ
ル
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

声参加者の

就労のための訓練などを
希望する人や家族は、一
度相談に来てください。

共に働く

○�朝から夕方までの長時間仕事をすること
が目標で、休まずにできてよかった。

○�作業を終えたことで、自分でも求めら
れる人になれるんだと自信がついた。

○�適度に種類の違う作業が用意されてい
て、同じ作業が続くとしんどい自分に
はよかった。今後この実習を参考にし
て就活をしていきたい。

○�緊張感のある中で作業ができて、いい
経験になった。

○�作業所で身に付けていた知識を実際に
試してみることができてよかった。

庁内実習

――障害があっても働きたい人、
応援したい家族、障害者雇用を検討している企業の皆さん、

生の『声』を聴いて、一緒に考えませんか？――

＊ 就 労 支 援 ＊

11月７日（火）
午前10時～午後３時30分

日　時

市立保健福祉センター５階
場　所

内　容
就職者の体験発表、模擬面接会

申込　当日直接
問　障害福祉課

※�模擬面接会（定員30人）のみ
事前申込が必要

　

障
害
の
あ
る
人
が
働
く
た
め
に
ど

ん
な
準
備
を
し
た
ら
い
い
か
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
障
害

の
あ
る
人
の
就
労
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
障
害
が
あ
り
な

が
ら
、
就
職
し
て
働
い
て
い
る
人
の

仕
事
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
模
擬
面

接
会
を
行
い
ま
す
。
就
労
を
希
望
す

る
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
障

害
者
の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業

や
、
自
立
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て

い
る
家
族
の
人
も
、
是
非
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

就
労
を
支
援
す
る
機
関
、
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
枚
方
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、

精
神
科
医
療
機
関
、
障
害
者
相
談
支

援
事
業
所
、
支
援
学
校
、
産
業
振
興

室
、
障
害
福
祉
課
が
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
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身体障害者福祉センター

市総合センター２階
市立東障害福祉センター

場　所

　聴覚又は言語機能の障害のある人が、市役所の手続きや病院での
診察時など、意思疎通を図る上で支障があるときに、手話通訳者や

要約筆記者を無料で派遣しています。
　要約筆記とは、文字を使って話の内容をその場で伝える文字通訳です。手書き要約筆記とパソコン要約筆記
があります。
　聴覚又は言語機能の障害で身体障害者手帳を持って
いて、手話通訳や要約筆記を利用したいと考えている
人は、障害福祉課へ問い合わせてください。

あ
な
た
の
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
！

手話奉仕員養成講座を開催

要約筆記体験講座を開催

そのほかの取り組み

　初めて手話を学習する人を対象に、手話奉仕員養成講
座を開催しています。４月から翌年３月まで42回、約１年
を通して開催します。入門課程・基礎課程があり、手話
で、あいさつ、自己紹介、簡単な日常会話ができることを
目標にしています。
　今年度は、朝の部は毎週木曜日午前10時から市総合
センター２階で、夜の部は毎週木曜日午後７時から市
立保健福祉センター５階で行っています。
　講座が始まって約６か月、受講生の皆さんは、聴覚
障害者の講師と手話で楽しく話をしています。
　募集は年１回、毎年４月頃で、広報誌などでお知らせす
る予定です。興味のある人は、是非参加してください。 　手書き要約筆記とパソコン要約筆記のどちらも体

験できます。
　今年度は平成30年1月に開催します。参加募集につ
いて詳しくは広報ねやがわ12月号に掲載予定です。

共に暮らす

要約筆記 に
   挑戦しませんか？

手話通訳 や
　手話通訳や要約筆記を必要とする人のと
ころに派遣され、通訳などを実施する手話
通訳・要約筆記登録者を募集しています。
　募集について、詳しくは広報ねやがわ
12月号に掲載予定です。

寝屋川まつりのステージでの
手話通訳の様子

手話奉仕員養成講座の様子

　身体障害者手帳を持っている人、難病の人が、
通所で、創作的活動（書道・手芸・絵画・生け
花）に取り組める場として、また訓練（機能訓
練、リハビリ体操）の場として、健やかな地域生
活を送ることができるよう支援します。東障害福
祉センターでも同様の支援をしています。

※�活動や訓練の日時、申込方法などは障害福祉課、市
立東障害福祉センターへ問い合わせてください。

意思疎通支援事業

使ってみたい人や
家族の皆さん、

見学に来てください!!
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